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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
形 成的 評 価 は 広く 知 ら れ た評 価 方 法 であ る 。 こ の形 成 的 評 価も 含 ま れ る「 学 習 の ため の 評 価

（ assessment for learning）」 は ，「 目標 に 準 拠 した （ criterion-referenced）規 準 」か ら の 判 断と

「 個人 に 準 拠 した （ student-referenced）規準 」 から の 解 釈 のど ち ら も 必要 と さ れ る評 価 方 法 であ

る 。学 習 の た めの 評 価 の 目的 は ， 学 習改 善 と 指 導改 善 で あ る。 そ の 手 がか り を 得 るた め に ， 学習 者

の 到達 度 を 判 断す る だ け では な く ， 一人 一 人 の 既有 知 識 や 学び の 履 歴 に即 し た 学 習者 の 解 釈 が必 要

に なる 。 し か し， 現 在 行 われ て い る 学習 評 価 は ，目 標 に 準 拠し た 規 準 から の 判 断 が中 心 に な って い

る 。同 様 に ， 形成 的 評 価 の実 践 に 関 して も 目 標 に準 拠 し た 規準 か ら の 判断 に 基 づ いた フ ィ ー ドバ ッ

ク に留 ま っ て いる 。  上 述の 問 題 を 解決 す る た めに ， 本 研 究で は 個 人 に準 拠 し た 規準 か ら の 解釈 で

あ る個 人 内 評 価・ イ プ サ ティ ブ 評 価 に焦 点 を 当 てた 。 個 人 に準 拠 し た 規準 と 目 標 に準 拠 し た 規準 の

併 用に よ る ， 学習 改 善 と 指導 改 善 を 目指 し ， そ の事 例 を 示 すこ と を 目 的に し た 。  

目 的的 サ ン プ リン グ に よ り， 授 業 者 を杉 野 さ ち 子教 諭 （ お 茶の 水 女 子 大学 附 属 小 学校 ） に 決 定し

た 。理 由 は ， 授業 者 は 第 一著 者 と の 共同 研 究 で 教育 評 価 の 理論 的 方 略 を基 に 実 践 を行 っ た 経 験が あ

る こと ， 個 々 の見 取 り に 基づ い た 学 習改 善 や 指 導改 善 を 実 践し て い る こと か ら ， 個人 に 準 拠 した 規

準 と目 標 に 準 拠し た 規 準 を併 用 す る 評価 の 実 践 が実 現 可 能 であ る と 判 断し た た め であ る 。  

 対象 学 級 は 授業 者 が 担 任し て い る 小学 校 第 ３ 学年 １ 学 級 34 名 で あ る 。内 容 は 「 磁石 の 性 質 」と し

た 。  

 授業 者 と 個 人内 評 価 や イプ サ テ ィ ブ評 価 に つ いて の 共 有 し， 個 人 に 準拠 し た 規 準と 目 標 に 準拠 し

た 規準 を 併 用 し， 学 習 者 個々 を 見 取 るこ と を 計 画し た 。 ま た， そ れ に 基づ い て 学 習改 善 と 指 導改 善

を 図る こ と を 計画 し た 。 研究 者 は 参 与観 察 を 行 った 。 分 析 は， 発 話 記 録と 板 書 ， ノー ト ， 座 席表 の

記 述内 容 か ら ，二 つ の 規 準か ら 学 習 改善 と 指 導 改善 が 行 わ れて い た の かを 分 析 し た。  

 授業 は 個 の 探究 活 動 と 全体 で の 分 かち 合 い が 交互 に 行 わ れる 単 元 構 成で あ っ た 。目 標 に 準 拠し た

規 準は 主 に 学 習指 導 要 領 に関 わ る も ので あ っ た 。加 え て ， 学び 方 に 関 して は 教 師 の願 い が 関 わっ て

い た。 個 人 に 準拠 し た 評 価基 準 は ， 過去 の そ の 子が 規 準 と なり ， 現 在 との 比 較 で 成長 を 捉 え るも の

で あっ た 。  

 J 児 と H 児 の 探 究 につ い て取 り 上 げ て説 明 を す る。 二 人 は 「磁 石 に 何 が付 く の か 」を 調 べ て まと め

て いた 。 教 師 は目 標 が 明 確で あ り と 捉え て い た 。し か し ， カイ ロ と 砂 鉄へ の 興 味 が生 ま れ ， とり あ

え ず砂 鉄 を 扱 いた い と い う気 持 ち が 先行 し て お り， 教 師 は 目標 が 不 明 確に な っ た と見 取 り を した 。

つ まり ， 過 去 の二 人 の 状 態と 現 在 の 二人 の 状 態 を比 較 し ， 目標 か 明 確 →不 明 確 に なっ た と 見 取っ

た 。フ ィ ー ド バッ ク と し て ，「 砂 鉄 で 何を 調 べ た いの か 」 を 発問 し ， 目 標を 明 確 に する 関 わ り を行 っ

て いた 。  

 以上 は 抽 出 した 事 例 で ある が ， こ のよ う な イ プサ テ ィ ブ 評価 を す べ ての 子 ど も に対 し て 行 うこ と

で ，探 究 活 動 を支 援 し て いる 様 子 が 見ら れ た 。 目標 に 準 拠 した 評 価 か らの 判 断 と 個人 に 準 拠 した 評

価 から の 解 釈 を使 い 分 け なが ら ， 学 習改 善 と 指 導改 善 を 行 って い る 事 例を 示 す こ とが で き た 。  

【研究成果発表方法】 
渡 辺理 文 ・ 杉 野さ ち 子 （ 2026）「 個 人 に準 拠 し た 規準 と 目 標 に準 拠 し た 規準 の 併 用 の可 能 性 を 探る 」

『 日本 理 科 教 育学 会 全 国 大会 発 表 論 文集 』 第 25 号 ， 54.（ 日 本 理 科 教 育 学会 オ ン ラ イン 全 国 大

会 2026 発 表 賞 を受 賞 ）  

渡 辺理 文 ・ 杉 野さ ち 子 （ 執筆 中 ）「 小 学校 理 科 に おけ る イ プ サテ ィ ブ 評 価の 実 践 的 研究 」『 理 科 教育

学 研究 』（ 日 本 理科 教 育 学 会の 論 文 誌 への 投 稿 を 予定 し て い る）  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


